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図 13送風口を埋め込む 図 14送風口に薪を積む 図 15作品を置き藁を被せる
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 雲南式泥窯改良による低温釉を用いた本焼の可能性　－子どもの造形活動への有効性－
が中心となりがちである。
　今回の泥窯が，多くの教育現場の現状から考えて実現
できるほどの時間的ゆとりもなく参考にならないかもし
れない。実際準備から粘土の造形指導，窯つくり，焼成，
窯出し，など教員の負担は相当なものと予想できる。し
かし，初等教育専攻の学生たちを指導して思うこと，子
どもたちと図画工作の造形教育を通して感じることは，
どんどん自然から乖
かい
離
り
した造形教育が中心になっている
と思えて仕方ない。ゆとり教育が見直されて教育が向か
う方向とは別の次元で，子どもたちは自然との付き合い
方が不器用になっている。今回この泥窯を使っての作品
焼成は，小学校での活動を前提に述べたつもりであるが，
当然将来，子どもたちを指導する教育学部の学生たちに
とっても，自然との関わりを踏まえた学習，指導内容と
して是非，大学の授業カリキュラムに取り上げるべきだ
と考える。本来大学における美術科教育は，「現場です
ぐに役立つ」授業をめざすべきでないと考えている。確
かに，学生が新任の教師として子どもたちの前に立った
とき経験のない授業の中で極めて困難が付きまとうこと
は必死である。しかしこの時，本当に必要となるのは教
材あるいは技術的な問題に関する知識ではなく，自然と
の関わりのなかでの，より大きな理念・思想，および子
どもたちの独自の多様な表現を的確に受けとめることの
できる豊かな感受性である。
　この泥窯を通しての試みは，自分の手でやきものの基
本である　成形→素焼き→施釉→本焼きの一連のプロセ
スを体験できるという意味でも重要であり，造形表現に
とどまらず子どもたちと自然との関わりを見直し，教員
をめざす学生たちにとっても教育の根源に関わるもの，
本質をさぐるための重要な要素を秘めていると考えてい
る。将来このような教育姿勢が，目先の目的でない将来
の本質を探るきっかけになるよう期待するものである。
図 16藁で円錐型を作る
図 19空気を送りながら焼成
図 17赤土を塗りつける
図 20 窯出し（作品が見える）
図 18点火
図 21 作品取り出し
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Ⅴ今後の課題
　温度上昇時，薪の燃焼によって作品がずれ動き，融解
前の釉
ゆうやく
薬が剥
は
げ落ちてしまったこと，藁の灰と融解した
釉薬が混ざり合いゴツゴツした仕上がりになっていたこ
とが，今後の課題点といえる。これらについて考えられ
る解決方法は作品自体を「さや」のようなものに収納し
焼成することで釉薬の剥げ落ちは防げると思われる。ま
た，今回使用した釉薬も，もう少し高温の融点のものや，
定着しやすいものなど条件にあった釉薬に，変えること
も可能だと考える。
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